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医療人を育てるチーム基盤型学修
Team-Based Learning for Health Professions Education

高知大学医学部医学教育部門 瀬尾 宏美

1．はじめに
学生の取り組みが低調だと，教員のモチベー
ションも低下する．学生に聞くと「授業が面白く
ないから」と言われてしまう．かといって予備校
の名物講師のような「引きつける授業」はハード
ルが高い．学生が能動的に学修し，成果を生み，
教員もやりがいのある仕組みはないものだろう
か．このような悩みをお持ちの教員に勧めたいの
が「チーム基盤型学修（Team-Based Learning，
TBL）」である．

2．能動的学修の進化と TBL
医学部では従来から一方通行の講義だけでな
く，演習や実験・実習といった能動的学修が取り
入れられてきた．しかし医学知識の爆発的な増
大・複雑化に伴い，もはや知識の伝達・記憶だけ
では医療人育成は困難となった．そこで多くの医
学部で課題探求・問題解決型の学修により自ら学
ぶ能力の獲得を目標とした，問題基盤型学修
（Problem-Based Learning，PBL）が導入された．
ところが PBLでは一度に多人数のチューターを
要するにも関わらず，その養成は容易ではないな
ど，さまざまな問題が浮き彫りになっている［1］．
このような中で 2007年頃，能動的学修の新たな展
開として，TBLが日本にも紹介され，多くの医療
系教育機関でも導入が行われてきた［2］．

3．TBLの 3つのフェーズ
TBLでは 3つのフェーズが繰り返される（図
1）．
フェーズ 1：予習．この段階で学習者は必要な

基礎知識を習得する．
フェーズ 2：フェーズ 1の予習が十分か，そこ
で得た基礎知識を応用する準備ができているかを
確認する段階である．まず学生一人ひとりに多肢
選択テストを実施する．次にこれと全く同じテス
トにチームで取り組ませる．チームメンバー全員
で相談して作成した答案をその場で採点する．こ
のとき「正解に辿り着くまで考えさせる」スクラッ
チ方式の解答方法を用いることで知識の定着を促
進する．チームテストの結果はクラス全体に公表
される．
フェーズ 3：数コマの授業時間を使ってチーム
で応用課題に取り組ませる．このとき用いる課題
は，チームの協調性を高め，フェーズ 1と 2で得
た基礎知識の応用を促し，どこが十分学習できて
いない部分かを突き止めるのに役立つものでなけ
ればならない．予め決められたタイミングで全
チームの解答を一斉に発表させる．これは自分た
ちの解答を他のチームとたやすく比較でき，その
場でフィードバックを得られるようにするためで
ある．こうすることでチームが自分たちの正しさ
を主張し合ったり，教員が重要なポイントについ
て助言したりすることを通して，活発なクラス全
体討論を促すことができる．

4．TBLを成功させる 3つの基本原則
少人数チームによる学修で成果を得るには，討
論ができるよう準備して参加する意欲を学生に起
こさせる状況を作り出すことが必要である．その
ためには次の 3つの基本原則を守ることでそのよ
うな状況を作り出すことができる［1］．
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図 1.　TBLにおける 3つのフェーズ

図 2.　学修場面と学修効果

1）個人とチームに責任性を持つよう促すこと．
2）個人学習・チーム討論・クラス全体討論を互
いに結びつけ補強し合う課題を用いること．
3）チーム内およびチーム間に活発な討論を促す
課題演習を採用すること．
少人数チーム学習で最大の成果を引き出すため
には，学生が学習テーマを取り扱う 3つの場面（図
2の 3つのボックス），すなわち個人学習・チーム
討論・クラス全体討論のどれを運営する場合に
も，これらの基本原則が働いていることが重要で
ある．
基本原則 1：常に責任性を持つよう促す
個人の責任性を高めるのに極めて効果的な方法
のひとつに，準備確認プロセス Readiness Assur-
ance Process（RAP）がある［3］．このプロセスで
は，事前に指示した予習資料の内容に関するテス
トを実施する．この点数は成績の一部となるため，
学生は自分の行動に直接責任を負うことになる．
次のチームテストでは，チームの一人ひとりがす
べての設問について自分の答えと根拠を自分なり
に述べなければならない．予習資料をよく読んで

こない学生は，ピア評価でチームメンバーから低
い評価を受けることになる．
少人数チーム討論とクラス全体討論とを注意深
く運営することで，チームに責任性を持たせるこ
とができる．ここで重要なのはチーム課題の質で
ある．第一に，チーム課題ではチームに形のある
成果物を作成させなければならない．第二に，学
生たちに作り上げさせる成果物は，チーム作業の
出来について即座にフィードバックが与えられ，
他チームの成果物と直接比較ができるようになっ
ていなければならない．
基本原則 2：互いに関連し補強し合う課題を用

いる
2つ目の基本原則は，学習過程の各段階（図 2
の 3つのボックス）における課題が，互いに関連
し補強し合うようにすることである．そうなって
いれば，最初の 2段階における課題は次の段階の
学習に強いプラスの効果を与える．全体としての
効果を最大限に得るには，どの段階の課題にも次
の「4つの S」の特質が備わっていなければならな
い［4］．
Significant：重要な問題であること．個々の学

生とチームは，学生にとって重要な問題に取り組
まなければならない．
Same：同じ問題．個々の学生とチームは，同じ
問題，事例，質問に取り組まなければならない．
Specific：根拠に基づいた特定の選択．個々の学
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生とチームは，学んだ知識を応用して，なぜそう
なのかという根拠に基づく選択をしなければなら
ない．
Simultaneous：一斉発表．可能な限り全チーム
が一斉に答えを発表しなければならない．
基本原則 3：活発な討論を促す演習を採用する
学生がグループ討論によって他の学生たちの新
しい見方にどの程度接することができるかは，
チームの活発な討論を促す課題と状況をどの程度
作り出すことができるかと，各チーム内の意見や，
考え，見方の多様性にかかっている．
チーム討論が低調になってしまう一番よくある
理由は，課題が易しすぎて，1人の学生だけで解答
を引き受けてしまうことである．これとは対照的
に，学んだ知識を応用して難しい選択をさせる課
題は，高いレベルの討論と学習を常にもたらすの
である［5］．
新しいチームを組んだばかりの時は，なかなか
発言したがらないことがよくある．こういう場合，
効果的な方法は，チームをずっと固定することと，
チームが結束を強められるような課題や演習，評
価方法を用いることである［6］．チームの結束が
強くなると，信頼感と助け合いの精神が培われ，
活発な討論に自ら参加するようになる［7］．
学生たちを新しい考え方に触れさせるもうひと
つの方法は，チームを適度に大きく（5～7人），で
きるだけ多様にすることである．多様なチームを
作るには，どのような個人的資質が学生のパ
フォーマンスに差異を与えうるかを検討し，チー
ム間でメンバーの長所と短所（＝個人的資質）が
できるだけ均一になるようにチームを分ける［3］．
図 2の 3つのボックスのそれぞれの段階で，授

業時間内に仕上げることができ，「4つの S」に
よって特徴づけられる課題を用いることで，効果
的な学習グループに必須な状況を作り出す．個人
とグループの責任性，チーム討論への欲求と機会，
そして活発な討論に参加しようとするモチベー
ションがあれば，ほとんどのチームで学習が盛ん
になり，学生と教員の双方が大いに満足する結果
を得られるであろう．

5．TBLに関する資料
TBLに関する日本語の書籍は少ない［8, 9］．筆
者らは TBLを導入するためのマニュアルとして
IAMSE（International Association of Medical Sci-
ence Educators）の発行するマニュアルを翻訳し
た［10］．TBLの学術団体 TBLC（TBL Collabora-
tive）の学術集会では TBLに関する研究発表のほ
か，初学者のためのワークショップも開催されて
いる．IAMSEや AMEE（The Association for
Medical Education in Europe）の年次学術集会で
も毎年のように TBLワークショップが開催され
ている．日本医学教育学会大会においても TBL
に関する研究発表が増えつつあるが，導入のため
のワークショップは各大学での FDが中心となっ
てきている．

6．TBLのこれから
日本に TBLが紹介されて 10年が経過し，多く
の医学部で導入が進められている．それと同時に
導入で困難を感じている声も少なくない．今後．
導入のためのワークショップや情報交換の場，そ
して教材共有のプラットフォーム構築といった取
り組みが望まれる．
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